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概要　　　３～４行程度で本報告の内容を簡潔に記述して下さい．

（１行あける）

1 　はじめに

　前回同様原稿をpdfファイルでお送りいただき，開催担当側でノートを作成することになりました．原稿締め切りにご注意ください[1]．

発表申し込み　6月30日（金）
(1)

原稿締め切り　8月 1日（火）
(2)

2 　執筆上の簡単な注意

本フォーマットに従い，ご執筆下さい．そのまま印刷にかけますので，マージンなどお間違いなきようお願いいたします．本フォーマット中の１,３行目の第XX号，No.XXの“XX”には，７月下旬までに発行する発表番号を記入してください．また各ページにXX-1からXX-2、と順にページ番号をお願いします． 

2.1 　原稿
　原稿はワード等を用いてA4サイズで作成ください．原稿は6枚以内です．6枚を越えた原稿は受け付けませんのでご注意ください．上下のマージンは25mm以上，左右のマージンは17mm以上として下さい．

2.2 　文字（色・大きさ・フォント）

文字は黒色を使用して下さい（カラーは不可）．表題16ポイント（英タイトル１４ポイント），著者名・所属10.5ポイント程度，概要１０ポイント，本文９ポイント程度をご使用下さい．使用できるフォントは，表１の通りです．
2.3　図，表，写真

　図，表は直接原稿中に張り込んで下さい（カラーは不可）．また写真は，出来るだけ一カ所にまとめて張り込んで下さい(カラー不可)．

表1：使用できるフォント
	
	Windows
	Macintosh

	日本語
	MS明朝

MSゴシック
	細明朝，中ゴシック

平成明朝

平成角ゴシック

	英字
	Century, Times,

Times New Roman,

Helvetica, Symbol


3 　原稿提出方法

　pdfファイルとして, mvl@ngc.riec.tohoku.ac.jpまで電子メールにより提出して下さい（ファイルサイズは1.5MBまで）．

なお，印刷・製本のスケジュールの関係上，提出期限後の原稿訂正，差し替えには応じかねますのでご注意ください．

4 　問い合わせ先

　問い合わせは下記開催担当幹事までお願いします．

〒980-8577
宮城県仙台市青葉区片平2-1-1東北大学　電気通信研究所
　　羽生　貴弘(e-mail：hanyu@ngc.riec.tohoku.ac.jp)
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